










はじめに

発達障害児が地域の中で日常生活に即した療育を受けられるには,患児を中心として医療,

保健,教育,福祉などの支援体制が必要である。そして,それらが点として存在するのでは

なく,職種をこえて一人一人の障害児の療育に関与していくことが理想である。そこで,今

回の研究では,地域ネットワーク作りをおこない,どの地域でも同じレベルの療育が受けら

れ,発達障害児が安心して在宅で生活を送れることを目標とした。そこで,平成 4 年度は,

南北 700km ある鹿児島県を 16のブロックに分けて,それぞれの分野の状況を調査した。ま

た,徳之島をフィールドワークの場として,離島での在宅の発達障害児の抱える問題を調査

した。


